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地域のメンタルヘルスを支える
－紹介・精神神経科－

　当院精神科は開設後50年、都市部に比べて医療

機関の少ない利根沼田地域のメンタルヘルスに少し

でも寄与できるよう活動してきました。今春2024

年度からは12年ぶりに常勤医師が着任し、現在は

医師２名体制（常勤１、非常勤１）で診療を行って

います。新規（初診）の患者の受け入れも再開しま

したが、精神科デイケアを含めて月600名の方が来

院されるため、日々混雑で大変ご迷惑をおかけして

おります。

　病院外来での診療が私たち精神科医の基本ではあ

りますが、活動はそれだけに留まりません。例えば

内科外科など身体科の先生方と連携した精神－身体

合併症対応（リエゾン精神医学）

やがんで療養中の患者のこころの

ケア（緩和ケア）、院外では県や
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デイケア通所の皆さんと花壇のお手入れ

地域の中学校で授業を行う藤平医師 精神科スタッフ一同：ベテラン揃いです
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市町村の精神保健行政のお手伝いや小中高等学校の

教職員の先生方と連携した子どもたちのメンタルヘ

ルス支援、さらには裁判所など司法分野での精神医

学的支援も行っています。

　「病気を治す」ことだけでなく、患者の「生きる」

ことへの支援や「こころの健康社会」の実現に向け

て、スタッフ一同、今後も頑張っていきたいと思い

ますので、どうぞよろしくお願い申しあげます。

利根中央病院だより
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超音波内視鏡検査（EUS）について

　消化器内視鏡において、胃カメラの先端に超

音波（エコー）装置がついている超音波内視鏡

（Endoscopic ultrasonography:EUS） と い う

ものがあります。通常の体表から観察するエコー検

査と異なり、EUSは胃や腸の中の空気や脂肪・筋

肉・骨などの影響を受けずに観察ができるので、非

常に明瞭なエコー画像が得られ、また、通常では深

部にあるため非常に観察しにくい膵臓・胆道の臓器

も明瞭に観察することができます。このEUS観察

は主に胃、食道、十二指腸、大腸の早期癌の深達度

診断や消化管粘膜下腫瘍の診断（プローブタイプの

EUSを使用）、膵臓・胆道病変の観察などで用いら

れます。

　病理組織検査のために、超音波内視鏡下穿刺吸引

術（EUS- Fine needle aspiration：EUS-FNA）
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内視鏡室スタッフ

EUS画像

EUSを用いた検査の様子

といって超

音波で消化

管粘膜下や

消化管壁外

の状況を確

認しながら

い、消化管粘膜下の病変や膵臓・胆道病変の組織診

断、リンパ節腫大の原因診断などに有用です。現在

は、手術や化学療法（抗癌剤）の前に病理組織をと

ることが一般的になってきており、個々の組織所見

に応じたオーダーメイド医療なども普及しつつあ

り、この検査は非常に重要なものとなってきていま

す。

　今までは、利根沼田地域にはこの装置がなく、検

査が必要な場合には渋川・前橋方面の病院に紹介し

なければなりませんでしたが、今年度より当院で行

えるようになり、膵臓癌などの早期診断も速やかに

行える体制が整いました。引き続き、スタッフが一

丸となって消化器内科診療に取り組んでいきますの

でどうぞよろしくお願いいたします。
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　当院では６月17日からWeb問診を導入させて頂

きました。それに伴い発熱外来受診方法が一部変更

となっております。これまでは発熱外来を受診する

際に、事前に電話問診を取らせていただきましたが、

パソコンやスマートフォンから問診を入力できるシ

ステム（Web 問診*）を導入。Web問診を活用す

ることで、本人が入力できない（体調が悪く本人が

答えることが困難）、ご家族が当日付き添うことが

できない場合などであっても、事前にご家族などが

代わりに入力することができます。受診前に詳細な

症状を確認することで、スムーズな受診にもつなが

ります。

　またWeb問診になることでこの間なかなか電話

がつながらない等ご迷惑をおかけしていた状況の改

善にもつながりました。

　Web問診での回答が困難な方には、電話での問

診対応も引き続き可能となっておりますので何かあ

りましたらいつでもご相談ください。

　今後当外来ではWeb問診を拡大し、患者の待ち

時間削減やかかりやすい環境を整えていきたいと

思っております。

　診療時間（発熱外来）は月曜日～土曜日　午前中

（最終受付時間11：30まで）となりますので診療

時間以外で救急を要する状態である場合は救急外来

へ電話しご相談ください。

　尚、発熱外来のかかり方は利根中央病院ホーム

ページをご覧ください。

※Web問診とは？

Web問 診 と は、 診

察前の症状など問診

をチャット形式（事

前に指定した短い質

問項目に１つ１つ答

えていく方式）で、

事 前 にWeb上 で 実

施できる機能です。

発熱外来WEB問診サンプル

『Web問診』スタート
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すこしおレシピコンテスト　最優秀賞受賞

防火防災訓練

　2023年度、医療福祉生協連の「すこしおレシピ

コンテスト」において利根中央病院・管理栄養士　

石坂薫さんの時短減塩レシピ部門「包丁を使わない

キノコとキャベツの豚肉ロール」が最優秀賞に選ば

れました。野菜摂取量が少ない患者にカット野菜で

手軽にできる料理がないかと考えたとき、野菜とタ

ンパク質が摂取でき、食べ応えもあって塩分も抑え

られるこのメニューを思いつきました。

材料（１人分）
・カット野菜……………50g

・カットぶなしめじ……30g

・舞茸……………………20g

・豚肉……60ｇ（薄切３枚）

・こしょう………………少々

・ごま油……………小さじ１

　消防法では病院などの防火対象物の防火管理者に

対して年２回の消火及び避難訓練を義務付けていま

す。当院では毎年６月と12月に実施しており、今

回の訓練は６階コインランドリーでの火災発生を想

定し、実施しました。

・めんつゆ

　（ストレート）… 大さじ１

・穀物酢……………大さじ１

・サニーレタス…10ｇ（１枚）

作り方

④�フライパンにごま油を熱し、豚肉

の巻き終わりが下になるようにし

て中火で焼く。

⑤�焼き目がついたら裏返し、豚肉に

火が通ったらめんつゆ、穀物酢を

加えて味を付ける。

⑥�お皿に盛り付け、一口大にちぎっ

たサニーレタスを添えて完成。

①�耐熱容器にカット野菜とカットぶなしめじ、一口

大に割いた舞茸を入れて、500Ｗの電子レンジで

１分30秒加熱する。

②豚肉の両面にこしょうを振って下味を付ける。

③�①で加熱した野菜ときのこを豚肉に乗せて巻く。

　当日は利根沼田広域消防本部の職員が見守る中、

午後１時に出火した想定で訓練が開始されました。

火災断定の後、自衛消防本部が総務課内に設置され、

避難誘導班、初期消火班、通信連絡班と各任務遂行

にあたりました。今回の反省点を総括し、次回の訓

練に活かしていきたいと思います。日頃の訓練の重

要性を再認識した１日となりました。

放水訓練の様子 自衛消防本部の様子


